
言行はこれに照らしてから
１．真実か　どうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるか　どうか
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ー教育の支援ー　
スリランカのロータリー第3220地区とロータリー財団が　

スポンサーとなっているプロジェクトを通じて建てられた20の学校のうちの一つに通う生徒たち。
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ハイチの小学校でフランス語の授業を受ける生徒たち。

この学校は、2010年1月に発生した大地震の後、
ロータリー財団が設置したハイチ地震救済基金によって建てられました。
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国際ロータリー第 2650 地区
2015-16 年度ガバナー

中 澤  忠 嗣

2015－16年度『友』誌
表紙写真12～3月号、5月号再募集！

　2015 － 16 年度も、『友』表紙写真につきまして多数ご応
募いただき感謝申し上げます。選考の結果、2015 年 12月号、
2016 年 1月号、2月号、3月号、5月号の表紙につきまして
は、写真を再募集することになりました。テーマは設けません。
皆さまのご応募、お待ちしております。ふるってご応募くだ
さい。
　応募要領などは下記の通りです。

■応募要領
①締め切り　2015年 10月 10日
②点数　一人 3点まで
③サイズ　紙焼き四つ切り（それに近いサイズも可）
④添付資料　名前、クラブ、連絡先住所・電話・ファクス、撮影場所、
　撮影年月、撮影データ（カメラ名、使用レンズ〔ミリ〕、露出、
　シャッター速度）、簡単な写真説明

⑤発表『友』誌、ホームページ『ロータリージャパン』
　（www.rotary.or.jp）
⑥審査員（予定）　岡井輝毅氏（元『アサヒカメラ』編集長・現『友』
　表紙解説者）ほか

■応募先（郵送先）
一般社団法人ロータリーの友事務所
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル4階

詳しくは、『友』9月号ならびにホームページ
『ロータリージャパン』（www.rotary.or.jp）をご覧ください。

　

　ガバナーに就任して 2ヶ月。各クラブへの公式
訪問、そして地区の各委員会によりますセミナー
や研修会などへ出席させていただき、本当にあっ
という間の 2ヶ月でした。
公式訪問で各クラブの現状を伺う度に、地区とし
て各クラブへの様々なサポートを、緊急の課題と
して取り組む必要性を、改めて認識しております。
さて、本年度より、9月は「基本的教育と識字率
向上月間」に変更をされました。
　ロータリーでは、新世代のための奉仕プログラ
ムを、数々行っておりますが、世界に目を向ける
と、紛争などが原因で学校などの教育施設もなく、
もちろん基本的教育を受ける機会もない子供たち
が、悲しいかな、まだまだたくさんいます。私達は、
このような状況が一日でも早く改善されることを

願って、ロータリー財団を通じて、さまざまな活
動をしているわけでございます。
　また、この 2ヶ月の間、地区委員会主催による
様々な研修会、セミナーなどが開催されました。
ご参加をいただきました、各クラブの会長はじめ、
幹事、担当理事、担当委員長におかれましては、
お持ち帰りになられました研修会やセミナーの内
容を、早々にクラブ運営や奉仕活動に活かしてい
ただきたいと思います。そして各クラブご自身の
魅力を増すことに、お役立て下さい。
　その魅力がクラブ独自の「個性」となり、その
「個性」が、人を惹きつけます。
　地区は、各クラブがより個性に満ちた、輝き、
魅力あふれる憧れのロータリークラブになるよ
う、最大限の支援をいたします。各クラブがさら
に魅力を増し、「個性」豊かなロータリークラブ
になるよう、お互いに語り合いましょう。

残暑お見舞い
　　申し上げます。
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　京都ロータリークラブは 90 周
年記念事業として、カンボジア王
国シェムリアップ州バイヨン中学
校の第３期工事（教室棟及び教師
用宿舎）を本年遂行しています。
この事業は、100 周年を迎えるホ
ノルルロータリークラブとの共同
事業として、両クラブより建設費
用を寄付し、1 月中旬に着工、9
月末完成予定です。
　3 月 25 日～ 30 日に、当クラ
ブより 16 名のメンバーと 2 名の
カンボジア人（京都 RC メンバー
社員）、ホノルルクラブより 20
名のメンバーと 32 名の家族・社

員・学生が参加しました。
本事業は、寄付するだけでなく、
両クラブのメンバーが現地に赴き
建設作業をするという、今までに
ない形態をとりました。
　3 月 24 日～ 28 日の期間中、
総勢 70 名のロータリー関係者が
38 度の炎天下の中、建設機械は
皆無の状態での土木作業に専念し
ました。各自が、砂・土・煉瓦・
セメントを運び、煉瓦を積み上げ
たり、基礎工事用の穴を掘ると
いった作業でした。
　この中学校建設により、当該地
区の中学校就学率が約 10% から

50% へと飛躍的に向上し、また
不足している教師を雇用する一助
になると期待しています。
　来年 1 月には、現地で完成式典
を開催され、子供たち・NGO ス
タッフ・ホノルル R.C. のメンバー
と再会します。その時には親交を
深める事と共に、現地のニーズを
汲みとった継続事業の在り方を模
索していきます。
　最後に、参加したメンバーから
は、自分たちの汗の結晶が校舎に
なる喜びを感じる事業であった
と、嬉しい言葉をいただきました。

京都ロータリークラブ
会報委員会 
副委員長 木本 和秀

京都ロータリークラブ 90 周年記念事業「カンボジア王国バイヨン中学校建設」
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　7 月 12 日（日）13 時より京都ホテルオークラに於いて、2015―16 年度 青少年グループ合同会議が開催
されました。
　中澤ガバナーの開会点鐘の後、千振和雄 青少年担当副幹事長より開催趣旨説明があり、続いて、各委員長
より委員会説明がされました。その後、各委員会毎、会場を移動し、分科会が開催されました。

国際ロータリー第 2650 地区 2015 ー 16 年度　青少年グループ合同会議

【インターアクト委員会】
「インターアクト夏期研修結団式並びに事前研修会」
インターアクト委員会　委員長　伊藤 勝晤
　インターアクト委員会では例年５月より計画を進め、８月初旬
に実施する夏期研修（主に海外研修）があり、７月中旬に結団式
および説明会を行っています。時期が重なってために今年度は合
同会議の分科会の時間を結団式および事前研修会としました。従っ
て、分科会の目的でもある各委員長との意見交換は行われていま
せんが、先だって 6 月に行われたインターアクトクラブ次年度会
長・幹事研修会で次年度委員長会議を行っています。しかし、委
員長及び関係者の方々への説明や意見交換はさらに必要であり分
科会の時間がなかったことは少し残念です。

　また、合同会議は青少年奉仕関係者が一堂に会する場として必
要ですが、その目的がクラブの負担の軽減と言われていますがそ
れではあまりにも消極的ではないかと考えています。
　ロータリーにとって重要なターゲットである青少年奉仕各部門
の強化発展を図ること目的とし、青少年奉仕関係の委員会の横断
的な理解を深め協力、連携、共同事業などについて考え、それに
より全体の経費節減、時間的な負担の軽減などを追及する場と考
えればもっと合同会議の評価や価値は高まると考えられます。
　さらに、開催時期については各委員長は単年度ですがロータリー
の青少年奉仕各事業は継続するので多くのロータリアンが入れ替
わり委員長として理解を深める場と考えれば合同会議の開催の日
程は期の何時でも良く多くの参加者が出席し易い時期が良いので
はないでしょうか。

分科会 ご報告　
【青少年奉仕委員会】
「第 1 回奉仕プロジェクト部門青少年奉仕担当者会議」
青少年奉仕委員会　委員長　新谷 雅嗣
　2015-16 年度の青少年奉仕委員会の活動が、
他の青少年関連委員会と同様にこの合同会議からスタートしました。
　第 2650 地区９７RC の 2015-16 年度青少年奉仕担当委員が年
度初めに全員が集まるこの分科会は、例年、青少年奉仕委員会の
活動の説明から入ります。今年度は特に初めて青少年奉仕委員に
任命された未経験者が多くその点に留意しました。
　
　青少年奉仕委員会の活動は大きく二つ有ります。一つは地区
９７RC の委員会活動『新世代のための会議』の開催の働きかけ、
又『新世代のための会議』とは何かを周知徹底すること。もう一
つは『RYLA』（ロータリー青少年指導者養成プログラム）を企画
運営し、地区９７RC から推薦された青少年にリーダーシップ研修
を行なうことです。
　特に地区９７RC の委員会活動『新世代のための会議』は開催さ

れていても本来の目的や実施方法が守られていない活動が多く散
見され、本来の目的に沿った会議開催への啓発が重要な地区委員
会の活動になります。

　そのような観点から、今回の分科会は
１、『新世代のための会議』開催趣旨の説明とお願い
２、2014-15 年度ライラ受講生による RYLA 参加報告
３、『新世代のための会議』の精神が良く理解できる『全国 RYLA
　　研究会』参加報告
４、前年度『新世代のための会議』開催の代表３クラブによる
　　内容発表
の内容にて開催致しました。
　そして参考資料として今期初めて「2014-15 年度　RYLA 報告
書」を参加者全員に配布することが出来ました。

　私たちロータリアンが行なう奉仕活動には色々なものが有りま
すが、青少年奉仕事業ほどその使命に答える事業は無いと私たち
青少年奉仕委員会委員は思っています。そんな私たちの活動を今
期も温かく見守って下さる事を切にお願い致し、又各９７クラブ
が素晴しい『新世代のための会議』を開催されることを期待して
報告を終わりにします。有難うございました。
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【青少年交換委員会】
「青少年交換委員長会議」
青少年交換委員会　委員長　柴田 正明
　青少年交換委員会分科会では、先ず当委員会の北之坊アドバイ
ザー ( 前委員長 ) から、青少年交換プログラムの歴史と交換のシス
テムについてと、現在の状況についての講演からはじまりました。
　続いて、来日して一年近くが経つ長浜 RC ホストのデンマーク
からの学生マリアさんが、日本に来た感想と感動を流暢な日本語
と映像を交えて話してくれました。
　引き続き、帰国して間がないオーストラリアへ派遣した園部 RC
スポンサーの前田明里さんと、デンマークに派遣した京都洛東 RC
スポンサーの青木瑳千さんから一年間の現地での様子を、苦労話
を交えて話してくれました。ご出席いただいた担当委員長の皆さ
んには、青少年交換学生の成長ぶりと、このプログラムの成果を
十分にご理解いただけたものと思います。
　最後に、委員長から RI の再認定に当たって厳しくなった危機管
理に対する対応について説明をさせていただきました。厳しくなっ
た内容は、より安全に青少年交換学生を守りトラブルのない交換
プログラムを進めるために必要不可欠な内容になっています。
　青少年グループ合同委員長会議も恒例となりつつありますが、
まだまだ全クラブから全委員会への出席がいただけないがこれか

らの課題です。

【新世代育成基金特別委員会】
新世代育成基金特別委員会　委員長　吉川 裕丈
　新世代育成基金特別委員会は、2005 年 4 月 10 日ロータリー
100 周年を記念して開催された「RI 第 2650 地区 100 周年記念
会員大会」の記念事業の一環として発足し、10 年間という期限を
設けて設立された委員会です。次世代への最大課題である新世代

の育成を目的とし、基金を設けて顕著な新世代育成活動に奨励金
を贈呈することを目的に活動して参りました。
 10 年目を迎えるにあたり数年前よりこの委員会の「存続やあり
方」について討議を重ねた結果「10 年間の区切り」を付け、今年
度は、奨励金申請受付やシンポジューム等の開催を見合せます。
本年度の委員会活動として、地区内のクラブにもご意見を頂き、
今後の委員会の方向性を議論する 1 年とさせて頂きます。

【ローターアクト委員会】
「ローターアクト委員長会議」
ローターアクト委員会　委員長　山本 耕司

　皆さん、こんにちは、ローターアクト委員会委員長の山本です。
所属は福井東です。これから、ローターアクト委員会活動の説明
をします。
　今年度の委員会テーマは「楽しく共に学び、楽しくアクトの輪
を広げよう」とさせて頂きました。今年度は全国ローターアクト
研修会、ＡＰＲＲＣ「アジア太平洋地域ローターアクト会議」が
当地区ホストの下に同時開催されます。ＡＰＲＲＣは日本開催が
初めてです。
　これらの事業を通じ多くのアクターが交流を深め、お互いの友
情の輪を広げて行きたいと思いますし、これ等の事業を体験する
ことで２６５０地区メンバーは大きく成長すると思い、この様な
テーマにさせて頂きました。
　この大きな事業はアクト活動の活性化と会員増強、２６５０地
区の存在感を広く伝える事になると信じています。現在９７クラ
ブ中２９クラブしか提唱されて居ませんが、これ等事業を通じ多
くのクラブが提唱に動いてくれれば幸いですし、それらのクラブ
から新入会員の紹介が在ればなお好いと思います。

　毎年卒業するアクトが２割いますので、会員増強は大切です。
皆さんの更なる応援をよろしくお願いします。
　本年はラックニュースを更に充実させ、例年通り９７クラブに
届けていきます。会員皆さんで読んで頂き、アクト活動をよく理
解して頂きたいと思います。
　又　昨年度に引き続き今年度も卓話を受け付けていますので、
ご要望が在ればガバナー事務所に連絡して下さい。本年もよろし
くお願いします。
これから分科会の報告をします。
１．アクターによる現状報告
　ローターアクト活動の現状とお願い　高橋 直前代表
　海外研修事業を担当して得たもの　前川  2013-14 年度海外研修担当副幹事
２．各７グループの討議
　ローターアクトクラブの活動状況「対内事業、対外事業」
　ローターアクトへの係わり方。度合い
　ローターアクトクラブの地域的知名度
　ローターアクトの会員増強
　ラックニュースの取り扱い又購読率
　全国ローターアクト研修会、ＡＰＲＲＣ会議

以上　青少年合同会議ローターアクト分科会の報告です。
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R.L.I. 委員長　田中 文夫

　RLI ロータリー、リーダーシップ研究会「パー
トⅠ」が今年度も７月２６日に京都は宇治市の
京都文教学園で開催された。中澤忠嗣ガバナー、
地区研修リーダー河本英典ＰＧ、RLI 日本支部
監事神谷保男ＰＧ、RLI 日本支部地区代表委員
富田謙三ＰＧ、RLI 日本支部ファシリテーター
坂本克也ＰＧ、RLI 日本支部特別委員刀根荘兵
衛ＧＥ、田中俊介地区幹事長らがそれぞれ出席
した。ディスカッションリーダー（ＤＬ）28 名、
受講生 78 名が一堂に集まり開講講義を受講、そ
して 6 分科会、１２班に分かれディスカッショ
ンリーダーの進行によりＲＬＩ手法（ファシリ
テーション）を活用し６時間に亘り熱心に研修
した。　
　分科会のテーマは①リーダーシップの本質を
つかむ②私のロータリー世界③会員を引き込む
④ 私 た ち の 財 団 ⑤ 倫 理 － 職 業 奉 仕 ⑥ 奉 仕 プ ロ
ジェクトの 6 項目であり、全項目を参加者全員
が研修する。その際項目毎に参加メンバーの組
替えが行われる。したがって分科会の移動毎に
新たなロータリアンと共に新たな気持ちで研修
に臨めるという訳だ。そして各クラブのリーダー
の皆さんと友情を深めるきっかけとなるばかり
でなく、さまざまなロータリアンと意見交換が

できる訳です。
　今後「パートⅡ」が 9 月 13 日（日）「パートⅢ」
は 11 月 15 日（日）に開催の予定です。
　引き続きご参加くださいますようにお願い致
します。詳しい点などお問い合わせはガバナー
事務所までお願い致します。

地区職業奉仕委員長　伊藤 哲雄

　7 月 26 日、メルパルク京都 5F 会議室を会場に、
地区内クラブの奉仕プロジェクト部門職業奉仕
担当者、職業奉仕委員長他 100 人を超える参加
者を得て、地区職業奉仕研修会を開催いたしまし
た。中澤ガバナーの開会点鐘とご挨拶に始まり、
栗田職業奉仕諮問委員にはご挨拶に続いてロー
タリーの略歴をお話しいただきました。
　プログラムの第 1 部は、ロータリーの基本理
念と国際ロータリーの戦略計画にみる職業奉仕
の位置付けと指針、ならびに RI-WEB のショー
ケースにみる世界のロータリークラブの職業奉
仕活動をパワーポイントで紹介。続いて「職業
奉仕の履歴書」と題して、ロータリーの誕生か

ら A・F・シェルドンによる職業奉仕理念の提唱
に始まる 100 年有余の歴史の流れの中で、職業
奉仕が変容し続けてきた経緯をレクチャーいた
しました。なお第 1 部の資料はＣＤに収録し、1
月の職業奉仕月間のための資料として配布いた
しました。
　 第 2 部 は、RI-WEB の ア ン ケ ー ト「『 ロ ー タ
リーって何？』と聞かれたら？」に職業奉仕を
テーマに参加者に回答していただき、3 人の方に
発表して頂きました。最後に参加者からの質疑に
応答を兼ねる形で、中澤ガバナーにご講評をい
ただき、今年度の地区のスローガン「クラブに『個
性』と『憧れ』を」を職業奉仕の観点から改め
てガバナーご自身に解説していただいて、3 時間
にわたる研修会を終了いたしました。

RLI について

地区職業奉仕担当者研修会開催
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京都府（42 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
綾部 28 0 1 27 26 2 1 4 100.00 1
福知山 60 0 1 59 58 6 5 4 92.85 0
福知山西南 39 0 0 39 40 2 1 5 97.04 0
亀岡 26 0 0 26 28 0 2 4 100.00 0
亀岡中央 12 0 1 11 13 0 2 4 90.97 1
京丹後 27 1 1 27 27 1 1 3 95.43 1
京都 195 4 9 190 190 24 24 4 99.04 0
京都伏見 94 0 4 90 84 11 5 4 88.84 8
京都平安 27 0 0 27 25 2 0 5 75.56 6
京都東 97 0 4 93 93 8 8 4 95.64 0
京都東山 78 2 4 76 77 3 4 4 94.27 4
京都北東 25 0 0 25 27 2 4 4 86.63 1
京都城陽 30 0 0 30 30 0 0 4 100.00 1
京都桂川 30 0 0 30 30 0 0 4 89.59 0
京都北 67 2 1 68 61 11 4 4 91.73 0
京都南 220 1 7 214 206 19 11 3 94.01 0
京都モーニング 41 1 1 41 39 5 3 4 94.48 3
京都紫野 54 0 0 54 55 3 4 5 100.00 0
京都中 36 0 2 34 37 1 4 5 99.44 0
京都西 103 0 3 100 100 4 4 5 99.79 0
京都西山 20 0 1 19 20 1 2 4 98.53 1
京都乙訓 41 0 1 40 38 4 2 4 89.88 1
京都洛中 90 3 1 92 81 16 1 5 100.00 0
京都洛北 70 0 1 69 70 2 3 4 94.38 0
京都洛南 32 0 1 31 31 2 2 5 94.26 2
京都洛西 52 0 1 51 51 3 3 4 90.38 4
京都洛東 40 0 0 40 41 0 1 4 94.87 0
京都嵯峨野 19 0 0 19 19 1 1 4 68.42 0
京都さくら 38 0 4 34 36 3 5 4 85.81 11
京都西北 44 0 2 42 44 2 4 4 83.53 1
京都西南 46 0 0 46 45 2 1 5 94.90 5
京都紫竹 35 1 0 36 35 1 0 4 93.71 2
京都朱雀 44 0 2 42 43 1 2 4 79.78 3
京都田辺 18 0 1 17 21 0 4 4 94.12 0
京都山城 39 0 3 36 36 3 3 4 95.35 0
京都八幡 30 0 1 29 30 3 4 5 96.00 2
舞鶴 28 0 3 25 27 2 3 4 89.23 0
舞鶴東 35 0 1 34 34 1 1 3 85.79 2
宮津 35 0 0 35 33 4 2 5 91.81 0
園部 24 0 0 24 24 0 0 4 95.35 0
宇治 37 1 1 37 36 3 2 4 99.29 1
宇治鳳凰 47 1 0 48 50 1 3 4 90.57 5
小計 2,153 17 63 2,107 2,091 159 136 4.2 92.65 66

奈良県（14 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
あすか 54 3 0 57 53 5 1 4 85.93 0
五條 36 0 2 34 35 2 3 4 88.75 1
平城京 31 0 3 28 31 1 3 4 83.30 2
生駒 23 0 0 23 21 4 2 4 86.51 1
橿原 51 0 2 49 52 2 4 4 82.94 2
奈良 140 3 9 134 140 11 17 4 90.68 3
奈良東 41 0 1 40 42 1 3 4 88.61 0
奈良西 45 0 1 44 43 3 2 4 85.00 2
奈良大宮 77 0 6 71 76 3 8 4 91.70 0
桜井 26 0 8 18 16 10 8 4 89.50 5
大和郡山 54 0 1 53 53 1 1 5 90.57 0
やまとまほろば 31 1 0 32 32 4 3 4 86.99 2
やまと西和 28 0 0 28 28 2 2 5 89.28 3
大和高田 94 0 1 93 89 7 3 5 96.83 4
小計 731 7 34 704 711 56 60 4.2 88.33 25

福井県（19 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
福井 123 0 2 121 112 21 12 4 75.60 10
福井あじさい 61 0 0 61 63 3 4 4 99.56 5
福井ﾌｪﾆｯｸｽ 54 0 2 52 52 2 2 5 80.61 8
福井東 41 2 0 43 35 10 2 5 81.95 7
福井北 107 0 3 104 102 10 8 3 71.78 7
福井南 39 0 6 33 39 3 9 4 82.50 0
福井西 33 1 1 33 31 5 3 4 81.65 3
福井水仙 20 0 0 20 19 2 0 4 63.75 3
勝山 28 0 1 27 28 0 1 5 94.29 3
丸岡 32 0 0 32 32 4 4 4 90.49 0
三国 31 0 0 31 29 2 0 4 92.56 4
大野 38 0 0 38 36 3 0 4 95.67 2
鯖江 32 0 0 32 31 1 0 4 80.80 2
鯖江北 15 1 1 15 16 1 2 4 80.00 0
武生 62 0 1 61 57 5 1 4 78.36 3
武生府中 31 0 1 30 29 3 2 4 96.55 0
敦賀 32 0 3 29 30 2 3 4 85.25 1
敦賀西 17 0 0 17 17 1 0 3 68.63 1
若狭 28 0 3 25 27 1 3 4 98.00 0
小計 824 4 24 804 785 79 56 4.1 84.11 59

滋賀県（21 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
びわ湖八幡 44 0 0 44 45 2 3 4 94.75 1
五個荘能登川 21 0 0 21 20 3 0 5 73.95 0
東近江 35 1 1 35 35 4 4 4 90.91 0
彦根 63 4 0 67 61 10 4 4 94.86 5
彦根南 66 0 0 66 64 5 3 4 93.51 0
湖南 35 0 0 35 36 1 1 4 95.16 2
草津 31 1 1 31 30 3 2 4 90.34 0
水口 38 0 1 37 35 3 1 3 100.00 0
守山 39 0 2 37 36 4 3 4 98.63 0
長浜 58 2 2 58 61 4 7 5 97.02 0
長浜東 64 0 2 62 62 5 5 4 99.57 0
長浜北 25 0 1 24 24 3 3 4 76.00 3
近江八幡 44 0 0 44 44 1 1 4 99.38 1
大津 106 4 5 105 98 27 20 5 100.00 4
大津中央 28 1 0 29 26 6 3 4 79.40 3
大津東 25 0 2 23 23 3 3 4 90.10 2
大津西 21 0 2 19 21 0 2 4 92.65 0
栗東 37 0 0 37 34 6 3 4 92.36 1
高島 41 0 0 41 39 2 0 4 100.00 1
野洲 41 0 1 40 36 7 1 5 90.59 2
八日市南 49 0 0 49 49 1 1 4 84.20 2
小計 911 13 20 904 879 100 70 4.1 92.07 27

E ｸﾗﾌﾞ（1 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
日本ロータリー
Eクラブ 2650 63 0 5 58 65 4 8 5 100.00 8

小計 63 0 5 58 65 4 8 5 100.00 8

合計（97 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 6 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
合計 4,682 41 146 4,577 4,531 398 330 3.6 90.30 185

■表作成にあたって
　・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
　・入退会者数、6月会員数および入退会者累計数は 6月末現在です。
　・「期首会員数」は、平成 26年 7月 1日入会の会員数を含みます。

第 2 6 5 0 地 区  2 0 1 5 年 6 月 会 員 数 の 増 減 お よ び 出 席 率 表
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言行はこれに照らしてから
１．真実か　どうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるか　どうか

© Rotary International/Alyce Henson

ー教育の支援ー　
スリランカのロータリー第3220地区とロータリー財団が　

スポンサーとなっているプロジェクトを通じて建てられた20の学校のうちの一つに通う生徒たち。

ーーーーー教ー教ー教教教ー教ーーー教教ー教教ー教教ーーー教教教教教教教教教教ーー教ーーー教教教教教ー教ー教教教ー教教教教育の育の育の育の育の育の育の育のの育の育の育の育の育の育の育育の育の育の育育育育育のの育の育育育育育育育育育育育育の育育育のの支援支援支援支援支援支援支支援支援支援援支支援支援支援支援支援支援援支援支援支援支援支援支援支援支援支援援支援援援支支支援支援支援支支支援支支 ーーーーーー
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ー教育の支援ー　
スリランカのロータリー第3220地区とロータリー財団が　

スポンサーとなっているプロジェクトを通じて建てられた20の学校のうちの一つに通う生徒たち。

ー教育の支援ー　
ハイチの小学校でフランス語の授業を受ける生徒たち。

この学校は、2010年1月に発生した大地震の後、
ロータリー財団が設置したハイチ地震救済基金によって建てられました。
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ー教育の支援ー　
ハイチの小学校でフランス語の授業を受ける生徒たち。

この学校は、2010年1月に発生した大地震の後、
ロータリー財団が設置したハイチ地震救済基金によって建てられました。
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͝੦ڈ会員Ұཡ
福井南 鈴木　喜隆
京都南 荒堀　正義
奈良西 緒方　惟之

6 月 退会ऀҰཡ
クラブ名 氏名
福井北 青木　伸光
福井北 前田　　昇
福井北 野村　有三
福井南 岡島　和憲
福井南 佐藤　辰弥
福井南 山本　保彦
福井南 松山　道明
福井南 松本　清次
福井西 細井　功二

福井フェニックス 田中　宏之
福井フェニックス 東　　郁雄
福井 五十嵐嘉也
福井 木下　修一

武生府中 大野　武治
武生 吉村　直樹
敦賀 新藤裕一朗
敦賀 竹内　良行
敦賀 和智　信隆
勝山 玉木　　護
鯖江北 島田　欽一
若狭 井上　雅博
若狭 岸田　英樹
若狭 尾上真一郎 ■
守山 木村　明寛
守山 川嶋　泰平
水口 立花　　実

クラブ名 氏名
草津 小嶋　新一
大津 尼田　賢光
大津 西澤　　洋
大津 馬場　　章
大津 松井　弘一
大津 上田　一志
大津西 橋本　　猛
大津西 池見喜八郎
大津東 小川　鎮生
大津東 本郷　　傳
長浜 笹原　俊昭
長浜 若林  直道
長浜東 福永　勝彦
長浜東 辻　　和男
長浜北 松山　清文
東近江 福井　俊明
野洲 吉川　　明
綾部 田中　正行
宇治 井上　健次
亀岡中央 井上　昌啓
京丹後 衣川　道夫
京都 石川　　恭
京都 藏原　　潮
京都 鎌田沢一郎
京都 佐々木貴朗
京都 貴志　吉延
京都 吉田　　進
京都 山中　昭次
京都 山本　康裕
京都 村田　昌和

クラブ名 氏名
京都さくら 喜多見日出夫
京都さくら 玉垣　　栄
京都さくら 小川さかえ
京都さくら 小林　久雄
京都モーニング 金川　正行
京都乙訓 田中　伸二
京都山城 橋田　裕樹
京都山城 小西　照二
京都山城 西井　良壽
京都朱雀 小阪　進一
京都朱雀 中村　佳子
京都西 森　　泰藏
京都西 松山　　茂
京都西 藤木　俊夫
京都西山 脇　　幸二
京都西北 梶村　昌壽
京都西北 西谷　文孝
京都中 山田　豊文
京都中 松村　美之
京都田辺 岡崎　正稔
京都東 西井　元昭
京都東 斉藤　悦啓
京都東 村主　一徳
京都東 辻尾　敏明
京都東山 横田　治男
京都東山 森里　秀夫
京都東山 西尾　　修
京都東山 平岡幹之助

クラブ名 氏名
京都南 安藤　貞典
京都南 橋本　義則
京都南 小椋　裕茂
京都南 池田　　崇
京都南 土師　総一
京都南 堀井　謙二
京都八幡 中村　　昭
京都伏見 永原　章之
京都伏見 河合　信夫
京都伏見 新井　恭子
京都伏見 西岡　宗一
京都北 澤田　　淳
京都洛西 保木　一範
京都洛中 近江　慎二
京都洛南 田中　良昌
京都洛北 毛利　香苗
舞鶴 山雄　堯之
舞鶴 土井　永一
舞鶴 梅原　秀樹
舞鶴東 成瀬　哲夫
福知山 土肥　弘明
橿原 瀬上　和史
橿原 福原　康弘
五條 久保　久彦
五條 槇野　久彦

クラブ名 氏名
桜井 稲田　順子
桜井 奥野　佳秀
桜井 金ケ江幸司
桜井 氏本多英子
桜井 植田祐嘉子
桜井 大西　敏之
桜井 辻　満里子
桜井 福井　靖知

大和郡山 藤本　健次
大和高田 吉田太一郎
奈良 岩崎　治幸
奈良 速水　良照
奈良 中村　　仁
奈良 橋本　正昭
奈良 松岡　泰夫
奈良 西岡　裕之
奈良 鍛冶　佳広
奈良 並川　栄城
奈良 名和　佑介

奈良大宮 松岡　弘樹
奈良大宮 計良　隆司
奈良大宮 小原　靖浩
奈良大宮 渡辺　英孝
奈良大宮 鈴木　浩之
奈良大宮 德矢和士郎
奈良東 河辺　　昇

クラブ名 氏名
平城京 永原　　篤
平城京 横田　光弘
平城京 真宮　正之

日本ロータリー Eクラブ 2650 小野　貴史
日本ロータリー Eクラブ 2650 川本　典子
日本ロータリー Eクラブ 2650 浅野　良太
日本ロータリー Eクラブ 2650 丹保　俊明
日本ロータリー Eクラブ 2650 田中　克茂

■…名誉会員へ移行
▲…4月入会

6 月 入会ऀҰཡ
クラブ名 氏　名 職業分類
福井西 清水　智信 スポーツクラブ・スタジオ
鯖江北 武内　隆敏 バス・タクシー業
福井東 賀川　泰成 デザインコンサルティング
福井東 髙島　京子 OA機器販売
福井南 西川 政弘▲ 高圧電気設備
草津 山元　克之 土地家屋調査士
大津 藤本　美幸 証券業
大津 下村　徹也 銀行
大津 仁科　昭雄 損害保険
大津 泉　　卓哉 損害保険
大津中央 上林　英紀 商業銀行
長浜 森　　和之 紙加工
長浜 野々村健俊 工業銀行
東近江 村山しげひさ コンピュータソフト機器販売
彦根 本登　忠雄 建築
彦根 和田　一繁 旅館
彦根 山﨑　　滋 内科
彦根 花本　憲明 産業機械製造
宇治 髙谷　智雄 造園業
宇治鳳凰 浅野　克己 建設業

クラブ名 氏　名 職業分類
京丹後 藤井　賢三 建築
京都 吉川　敏一 医学教育
京都 渡邊　大記 薬局
京都 立木　哲生 印刷

京都モーニング 岩永　文明 生命保険
京都紫竹 林　　一樹 税理士
京都東山 深海　季生 自動車販売
京都東山 青山真由美 IT デザイン
京都南 小野　俊輔 電気工事
京都北 坂本　　勉 義肢製造
京都北 大橋　正彦 科学機器製造
京都洛中 村上　成人 保険代理業
京都洛中 山下　浩一 総合建築
京都洛中 木田　　稔 公認会計士
あすか 吉野修一郎 歯科
あすか 堤　　誠治 贈答品小売
あすか 熊本　昌樹 不動産管理

やまとまほろば 里田　百子 弁護士
奈良 伊藤　政夫 塗装業
奈良 西田　憲司 総合建設業
奈良 小牧　憲央 通信事業

G O V E R N O R ’S M O N T H L Y   L E T T E R
Sep
2015

3

※修正：2015-16 年度 ガバナー月信 7月号 11頁 「第 2650地区 2015年 4月会員数の増減および出席率表」
　　　　福井南 RC　4月入会 0→ 1、 会員数 38 → 39へ修正
　　　　よって、4月福井県小計 818・4月 97クラブ合計 4,667、5月福井県小計 824・5月 97クラブ合計 4,682 へ修正


